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育児サポートぽっかぽっか

市報たく　2013.119

　『育児サポートぽっかぽっか』は、平成14年 1 月、「子育て中
のお母さんのお手伝いを少しでもできないだろうか」と発足
しました。現在会員は20人。毎月第 2 火曜日に定例会を開き
活動をしています。 
　活動は、母子健康センターでの乳幼児健診時の見守りや、
子育て支援事業「母と子のサロン」、「わくわくランド」での
見守り、講演会などで依頼があった時の託児サービスをして
います。また、「多久市ボランティア連絡協議会」に入っている
ので、多久まつりなどへのボランティア活動も行っています。
　会長の小松つや子さんは、「キティちゃんの絵のついたエプ
ロンを着て、いつも活動をしています。会員は30代から60代
と年齢層が広く、仕事をしながら活動している方や子育てし
ながら活動している方とさまざまです。お母さんたちから病
後時保育の要望があるので、これからは活動人員を増やして
取り組みたいです。常時働ける体制が必要なので、年齢・男
女問いません。自分の空いている時間に活動できる会員を募
集しています」と話しスタッフ全員で意欲的に活動しています。

　中林梧竹筆「勝在忍」（たうはしのぶにあり）は、梧
竹の作品の中でも優品として知られています。この書
は、多久出身で日本初の電気工学者となり、36歳とい
う若さでこの世を去った志田林三郎が晩年に愛蔵して
いたものです。
　林三郎は電気学会を立ち上げ、逓信省工務局長を務
めるなど当時の電気工学をけん引する存在でした。し
かし突然逓信省を非職となり、さらに体調も崩しつら
い時期を過ごします。
　そんな時、彼に力を与えたのがこの書でした。林三
郎はこの書を書斎に掲げ、毎日ながめて自らを奮い立
たせていたといいます。
　「勝在忍」という言葉のイメージに反し、この書は
力みのない筆使いで、包み込むような優しさを感じさ
せます。この書がどのようにして林三郎の手に渡った
のかは分かりませんが、この書がもつしなやかな強さ
と優しさが、林三郎を支えていたのでしょう。
　作品によっていろいろな表情を見せる梧竹の書を、
ぜひご覧ください。
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問 多久市社会福祉協議会　☎75−3593

子育て中のお母さんの支援しています！
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■問い合わせ　多久市郷土資料館　☎75−3002

●連載21● 郷土資料館で学ぶ多久の歴史

書聖・中林梧竹没後１00年記念
「多久に残る梧竹の書」②三字書「勝在忍」

　多久市郷土資料館特別企画展　

書聖・中林梧竹没後100年記念特別企画展�「多久に残る梧竹の書」

会場 / 多久市郷土資料館 2 号・3 号展示室
会期 / 12月15日㈯～ 1 月20日㈰　
開館時間 / 9 時～16時　入館 / 無料
休館日 / 月曜日（月曜が休日の場合は開館し翌火曜休館）
　　　　年末年始休館　12月25日㈫～ 1 月 5 日㈯

▼中林梧竹筆　三字書「勝在忍」


